
貸  借  対  照  表 （Ｃ）【貸借対照表について】

平成16年 3月31日現在     (単位  円）

資  産  の  部

固定資産 　 15,304,050,605 　 15,282,903,133 　 21,147,472 　 ○資産の部(主な前年比増減要因)
　有形固定資産 　 13,901,029,605 　 14,318,903,133 △ 417,873,528 　
　　土　　　地 　 6,025,622,252 　 6,025,622,252 　 0 　 　　　　１５年度は、土地・建物・構築物の追加はなく、機器備品類の取得も１０百万円に止まった（資金収支
　　建　　　物 　 7,070,936,503 　 7,354,400,798 △ 283,464,295 　 　　　の『設備関係支出』欄参照）ことから、減価償却の進展に伴い有形固定資産は計４１８百万円の前年比
　　構　築　物 　 1,285,823 　 1,446,549 △ 160,726 　 　　　減となりました。なお、有形固定資産のうち、土地・図書は減価償却対象外です。
　　教育研究用機器備品 　 471,411,998 　 584,463,740 △ 113,051,742 　 　　
　　その他の機器備品 　 81,806,130 　 112,530,258 △ 30,724,128 　 　　　　 「その他の固定資産」のうち減価償却引当特定資産が前年比４３９百万円増加しているのは、「資金
　　図　　　書 　 247,286,040 　 238,530,684 　 8,755,356 　 　　　収支計算書」の支出の部の「資産運用支出」記述のとおり１５年度繰り入れ分が加算されたことによる
　　車　　　輌 　 2,680,859 　 1,908,852 　 772,007 　 　　　ものです。
　その他の固定資産 　 1,403,021,000 　 964,000,000 　 439,021,000 　
　　減価償却引当特定資産 　 1,303,021,000 　 864,000,000 　 439,021,000 　
　　施設設備維持拡充引当特定資産 　 100,000,000 　 100,000,000 　 0 　
流動資産 　 1,627,211,140 　 1,607,097,030 　 20,114,110 　
　現  金・預  金 　 1,584,526,421 　 1,587,470,506 △ 2,944,085 　
　未　収　入　金 　 13,962,847 　 6,061,224 　 7,901,623 　
　前 　 払  　金 　 28,526,413 　 12,047,946 　 16,478,467 　
　立    替    金 　 195,459 　 1,517,354 △ 1,321,895 　
資  産  の  部  合  計 　 16,931,261,745 　 16,890,000,163 　 41,261,582 　

    (単位  円）
負  債  の  部 ○負債の部

科           目 本  年  度  末 前  年  度  末 増           減 　　　　 退職給与引当金残高は、前年度比約１２百万円増加しました。なお、繰入額の計算方法は前年度と
固定負債 　 34,551,300 　 22,149,075 　 12,402,225 　 　　　同じです。
　退職給与引当金 　 34,551,300 　 22,149,075 　 12,402,225 　 　　　
流動負債 　 338,945,858 　 449,148,826 △ 110,202,968 　 　　　　 未払金は、年度末近くの発注が減ったこともあり前年比△７２百万円となりました。
　未　 払 　金 　 64,324,897 　 136,464,674 △ 72,139,777 　
　前 　受　 金 　 267,863,000 　 292,530,000 △ 24,667,000 　
　　授業料前受金 　 110,213,000 　 123,280,000 △ 13,067,000 　
　　入学金前受金 　 91,250,000 　 97,525,000 △ 6,275,000 　
　　実験実習料前受金 　 21,600,000 　 24,950,000 △ 3,350,000 　
　　施設費前受金 　 41,900,000 　 46,775,000 △ 4,875,000 　
　　受託事業前受金 　 2,900,000 　 0 　 2,900,000 　
　預   り   金 　 6,757,961 　 20,154,152 △ 13,396,191 　
負  債  の  部  合  計 　 373,497,158 　 471,297,901 △ 97,800,743 　
基  本  金  の  部 ○基本金の部など

科           目 本  年  度  末 前  年  度  末 増           減 　　　　　基本金については、「消費収支計算書」の「消費収入の部」既述のとおり１５年度組入額計３１百万円
　第１号基本金 　 15,194,298,527 　 15,175,265,230 　 19,033,297 　 　　　前年より増加しています。
　第４号基本金 　 112,000,000 　 100,000,000 　 12,000,000 　
基  本  金  の  部  合  計 　 15,306,298,527 　 15,275,265,230 　 31,033,297 　
消 費 収 支 差 額 の 部

科           目 本  年  度  末 前  年  度  末 増           減

翌年度繰越消費収入（支出）超過額 　 1,251,466,060 　 1,143,437,032 　 108,029,028 　
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計 　 1,251,466,060 　 1,143,437,032 　 108,029,028 　

科           目 本  年  度  末 前  年  度  末 増           減
負債の部・基本金の部および収支差額の部合計 　 16,931,261,745 　 16,890,000,163 　 41,261,582 　
  （注）
1.減価償却額の累計額の合計額 1,304,806,803 円
2.徴収不能引当金の合計額 3,900,000 円
3.担保に供されている資産の種類及び額 　　　　　該当なし
4.退職給与引当金の額の算定方法は、職員の期末要支給額50,604,000円の100%をもとにして私立大学退職金財団に対する掛金の累積額と交付金の
　累積額との繰入調整額を加減した金額を計上している。
5.翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととなる金額　　　　 該当なし
6．通常の賃貸借取引に係わる方法に準じた会計処理を行っている所有権移転外ﾌｧｲﾅﾝｽ・ﾘｰｽは次のとおりである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾘｰｽ資産の種類 ﾘｰｽ料総額 未経過ﾘｰｽ料期末残高
　　　　　　　　　　　　　　　　　教育研究用機器備品 556,984,470 円 156,261,420 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の機器備品 14,639,520 3,659,880

科           目 本  年  度  末 前  年  度  末 増           減


